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凡例時日時　場会場　内内容　師講師　対対象　定定員　￥費用　申申し込み　問問い合わせ　Wウェブサイト　子子ども・子育て世帯対象　高高齢者対象

　低所得世帯、障害者や介護を要する高齢者のいる世帯に、生活の
安定と経済的自立を図るため、資金の貸し付けと必要な相談支援を
行う生活福祉資金貸付制度を設けています。
　教育支援資金は、その一つで進学や修学の継続を無利子で支援す
る制度です。申し込みから資金交付まで約1カ月かかります。申し
込み方法など詳細は、お問い合わせください。

貸付限度額

１４年以内（卒業後、据え置き期間〈６カ月以内〉を経て返済開始）
返済期間

①世帯の収入が所定の基準以内（右表）
次の①～⑤全て満たすかた

②区内在住で区内に住民票がある
③世帯収入で、卒業までの生計維持が可
能な状況である
④貸し付けに際して、地域の民生児童
委員による面接を受ける
⑤原則、修学者本人が借受人、世帯の
生計中心者が連帯借受人となる

要件

種類
高等学校、
専修学校

（高等課程）
高等専門

学校

短期大学、
専門職短期大学、

専修学校
（専門課程）

大学、
専門職大学

教育支援費
（月額）

3万5千円 6万円 6万5千円
状況により月額の１．５倍まで貸し付け可能（学費の範囲内）

就学支度費 ５０万円（入学金の範囲内）

収入基準月額（5年度）
2人世帯 27万2千円以内
3人世帯 33万5千円以内
4人世帯 38万5千円以内
5人世帯 42万5千円以内

※納付済みの学費・入学金は対象外

問生活安全課（☎５７２２－９６６７、F5722－7936）、
　目黒警察署（☎３７１０－０１１０）、
　碑文谷警察署（☎３７９４－０１１０）

⃝特殊詐欺の被害防止
⃝侵入窃盗の被害防止
⃝闇バイトによる犯罪加担防止
⃝子どもと女性への犯罪被害防止
⃝自転車盗の対策

時１０月１８日（水）14：00～16：00
場区民センターホール（目黒2－4－36）
内特殊詐欺被害防止の寸劇ほか
定４００人（先着）

地域安全目黒区民のつどい

全国地域安全運動
守ろうよ　わたしの好きな　街だから

生活福祉資金貸付制度

高校・大学などの入学金や
学費の資金をお貸しします！

問目黒区社会福祉協議会(☎３７１１－４９９５、F3719－8715）

子

　４月１日から、全ての自転車利用者にヘルメットの着用が努力義
務となりました。自転車に乗る時は、ヘルメットをかぶりましょう。

　犯罪のない安全なまちづくりには、地域の結びつきが欠かせませ
ん。毎日のあいさつや、ちょっとした防犯意識が犯罪を防ぎます。
　皆さんの一つ一つの活動が、自分たちのまちは自分たちで守ると
いう機運につながり、地域の防犯力を高めることになります。安全・
安心なまちづくりにご協力をお願いします。

問土木管理課交通安全係
　（☎５７２２－９４４２、F5722－9636）、
　目黒警察署（☎３７１０－０１１０）、
　碑文谷警察署（☎３７９４－０１１０）

運動の重点項目

運動の重点項目

自転車用ヘルメットの購入費用を補助します
　ヘルメットの購入費用を補助する協力店が増えま
した（下表）。その他の販売協力店は、区W（コード❶）
をご覧ください。

⃝子どもと高齢者をはじめとす
る歩行者の安全の確保

⃝夕暮れ時と夜間の交通事故
防止・飲酒運転などの根絶

⃝自転車などのヘルメット着用
と交通ルール遵守の徹底

⃝特定小型原動機付き自転車
（電動キックボードなど）の
交通ルール遵守の徹底 ⃝二輪車の交通事故防止

新規参加の販売店（所在地、電話）

　祐天寺サイクル商会（上目黒4－12－7、☎3712－5030）

　サイクルスポット学芸大学店（五本木3－19－9、☎6451－2657）

　サイクルスポット西小山店（目黒本町5－7－11、☎5794－5635）

　LIGHT SERIES 自由が丘（自由が丘2－16－22、☎5755－5388）

　ル・サイク都立大学店（八雲1－3－2、☎5731－5715）

秋の全国交通安全運動

補助額　１個当たり２，０００円 ❶

　養育家庭は、養子縁組を目的とせず、さまざまな事情で親と一緒
に暮らすことができない子どもたちを一定期間家庭に迎え入れ、養
育する家庭のことです。

養育家庭になる要件
・都内在住で心身ともに健康な夫婦である
　※配偶者がいないかたはお問い合わせください
・適切な居室の広さがある
・経済的に安定している

養育家庭になった後
・児童相談所など関係機関が継続してサポート
・養育費（子どもの生活費や里親手当など）を支給
・養育家庭同士の交流会や研修制度あり

時10月14日（土）14：30～16：30
場中目黒GTプラザホール（上目黒2－1－3）
内養育家庭の体験談、制度の紹介、個別相談
定50人（先着）
申�区W（コード❷）、電話で、10月4日までに、子ども家庭
支援センター事業係（☎5722－6836）へ

養育家庭体験発表会

問子ども家庭支援センター事業係
　（☎５７２２－６８３６、F５７２２－９６８４）

養育家庭（里親）について
知ってみませんか

❷

養育家庭について知りたい・相談したいかたは

時11月21日（火）9：00～11月30日（木）17：00
場総合庁舎本館1階西口ロビー

養育家庭・子ども虐待防止パネル展

教育支援資金

希望者は
当日会場へ

9月
2１～3０日

１０月
１１～２０日


